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1 •特に編しでいただきた (; にとほきのためにが約りくださし、) 



A 警告 ( WARNING ) 

•ガソリンお禁 

方ソリンなど巧発巧の再い巧は、巧巧に使用しないでください。 V m # 

义巧の原因になります。 

•煙突がれ危険 、 

巧突ががれたまま使巧しないでください。 X 

がれでいると巧転中にがガスが室のにちれで、ち巧でず。 IP 

挺 

f 0 

•煙突閉そく危睽 \} 

煙突がつまったり、ふさびれたままで使巧しないでください。 

閉そくしでいると運起中に巧ガスが室巧にをれで、辰巧でず。 

h 

fei® 

•お煩の乾燥厳禁 

巧類などのお巧には使巧しないでください。 1 

巧巧がち下しで义がつき、义巧の原西になりまず。 1卜 

ド 

鞋 り 

♦スプレー吿厳禁 

スプレーちや力た、ジトこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 • 

しないでください。熱で巧の压力が上びり、巧発し、危巧です。 
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1 .特に注意していたださたいこと（安全のために必ずお守りください) 


A ま意 (CAimoN) 

•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちのを近づけないでください。 

义巧び発生ずるおそれびあります。可燃物とのおお S 巨離じついでは 
摄準据え巧け図例 （2 5ページ）を参照しでください。 

商1 口/ 

0 

火しでからおこなってください。 〇 

無のおそれびあります。 

♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 

潜 

0 

♦高湿部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部、煙突、悴上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



•やかんのせ禁止 1 く 

やかんなどをのせないでください。 

お動や接触じよってやかんの熱須がこぽれ、やけどのおそれがあります。 1 

1 S) 

♦分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使用しないで<ださい。 

不完をな修理は、危おです。 



♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧摩や、やけど 
のおそれがあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでく 
ださし、。 水びかかると漏電やが唐のおそれびあります。 


0 

♦改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや煙突には床暖房巧の熱交換器などを取0なけないでください。 
乂災やがガスが室巧にちれる原因となり危巧です。 


0 

•換気扇使用禁止 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使巧しないでください。な消え 
しで爆発燃焼ずるおそれがあります。 

また、換気□-お気□は常にお保し、物などでふさびないでください。 
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#ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引ぎ（ドラフト）び强いと燃焼不良カタ発生します。 

巧の煙突設置のおさは必ず、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR-1) 

を取0巧けで < ださい。 

* 集さ煙突に接続ずる巧合-標準寸法な上に立ち上びりび高い場合 
* 風び強くておがなむよラな場さ 

ドラフトレギユレータ 

、 ir 

i か 




_ 意 ( CAUTION ) 

•電源コードを傷めない 

巧源コードにお巧な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 

また、巧源プラグを巧くときは、コードを持つでき I きおかないでください。 

乂巧や感巧の原因になります。 

参電源プラグは確実に差しこむ 

S 源プラグはコンたント(こお元までお実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン它ントは使用しないでください。义災 
の原因にな0ます。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。巧巧の原因になります。 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

ち巧旧使用しないとき又はお管するときは、化すち源プラグをコンたント 
から抜いでください。 

乂災や予想しないまがの原因になります。 

を 

•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは巧源プラグを抜き、ほこり及びを R 巧をお去しでください。 

ほこりがたまると湿巧などで巧な不良になり义巧の原固になりまず。 

〇 

♦な油の保管 

0' 莊は、义気、雨水、ごみ、富おおよび直射曰がを«けた巧巧に巧爸しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤っで使巧すると異常燃巧や义災のおそれびあります。 

〇 

•変質巧油禁止 

を質灯巧、不规な巧（巧れた 0' 莊、水の混じっているな巧など）を使巧し 
ないでください。 

異常燃巧やが巧のおそれがありまず。 

0 

♦ネリめてお使いになるとをのま意 

巧めでお使いになるときは、耐熱塗料などが巧き巧くまで煙と吴いぴ化ま 
す。しばらくの間窓をあけで部屋の巧巧をおこなっでください。 

また、ル鳥やル動物などにお《する巧合びきえられまずので、この間は部 
違に入れないでください。 

〇 






1 .巧に注意していにださにいこと壬のにの I レ脚ずおなにさい J 


お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄ずるとをのを意 

ストーブを廃棄姐分するときは、定巧面器のな'油を 
巧きとっでください。 （17 ページ） 

巧巧を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際に思ね 
め事巧になるおそれびあります。 

\___ 

♦な油の廃棄 

巧油の窝棄処分は、な巧をお貢いホめになった販売 
巧にご相談ください。 

J 


2 •使用する場巧 


スト~ブをちをに使用するためには、場所の還定び大のです。 


安をに使巧するために 



0 

0 



•マントルピースなどには提えなけないでください。 


•標高び1000 m を超える音地では使用しないでください。 
(空気のあ度び薄いため、燃焼(こ必要な空気び不足しまず。) 


効果的に使巧ずるために 



参ち気の入ってくる方向、例えば窓側などに运くと、ち気がストーブ 
で暖められで巧流しますので、効果のでず。 



•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむがけましよラ。 
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I r 音青お知らせ j の巧容 

•通常の運お操作 （ r 点义 j . r 消义 j . r タイマーたツト J ) をおこなラとさ、でまと同時に音声（「点乂します J ‘ r 消义し 
ます J • 「タイマーじツトしました J ) で操作が態をお知らせします。 




運転スイッチを巧して「入」 （*) 
【こしたとさ、又はじーフ端义後に再 
点义するおじおにし、運お（点义） 
します。 

約3〜4分のそ備燃焼後消なします。 


消义ち卸中に再度運おスイツチを r 入 J に 
したとき点巧し、一時的に消乂します。 

燃お室びち®すると消のし点乂動作を始め 
ます。 


I !强燃燒巧泰•が).;—;;;;.;お 


本燃焼中に点なします。 
現を燃焼中の义力の大ぎさ 
を表示します。 




運おスイジチを巧しで「の」 （ 1 ) 
にすると点灯し消义しまず。 

燃焼室び冷®すると消なします。 







豊皆;。;、.戴を簾謹胃‘ wm : 謹鹽 I 


室温設定ボタンで設をしたき温を 
デジタル表示しまず。 

ストーブにトラブルび発をずると、 
トラブルのが態び記看表示（モニ 
ターサイン）されまず。 


たーブ消乂中 




，社:お、;:,た:; j 左ち:み; 4 らと苗ち;; y が : 若 W 。 タ ザ( が巧沼谋お洁ぶを 

舉画靡禮誦伽漏 tali 聽 


タイ7—運転中は点なします。 
タイマー運お停止中はおなしま 
す。 


通常は現巧時刻を表示します。 
タイ7—運お時はタイ7—它ツ 
卜時刻を表示します。 




11 恶 ! jg 類 


現を時刻を表示しでいるとぎ 
は点おしでいます。 
タイマーたット時刻を表示し 
でレるときは消なします。 


たーフ'運お中は点丹し、度なすると消 
巧します。 

き温設定を10で （ F 点設定）にずると 
白動的にたーブ運おにな0点のします。 


近:徽爾繁細讀11 







































































オープンポケットの巧西 

►オーブンポケットを轻く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作を程く巧しちどすとロックしで比まります。 


、、、:六 V た-、 i ; こ：- • J 


■操巧音についで 

隹揉作ボタンを巧すとピツと音びします。 

垂誤操作をするとピツ音ぴ2回します。 

■ま巧巧の旧るさ巧節 

•時計资節スイツチを rsffij にちわせで r 時ボタン J を巧しなびら r 分ボタン J を巧すことにより、き示巧の巧るさ 
を2段盾に巧®することぴ出来まず。 

(このときピツ音び2◎しますが、拱操たではありません。） 

■ r 音再お知らせ J の消音方巧 

•時計巧節スイツチを「通常」にさねせで r 時ボタン J を巧しなびら rt — ブ運巧ボタシ J を巧すことにより、「音を 
お知らせ J を消音ずることび出来ます。 

(このときピツ音が2回しまずが、お揉たではありません。） 


宗ご: f お:;ぃ 

:猎ミ端滋を’ 


時巧の r 時 J ををわせるときに巧いまず。 


時刻の f 分」ををわせるときに巧います。 
時打田節スイッチの巧■じより、1◎の 
がしの巧み方び R な0まず。 

「转かさせ J …1かすつ変わ0ます。 
「タイマーさせ J …5分すつ巧ね0まず。 


f 時れ合せ J …現を時巧を合わせるときに 
r 時が合せ」值■にしまず。 
r タイマーちせ J …タイマーたット時なをを 
わせるとき r タイマーをせ J 位■にします。 

f 巧巧」…現を時刻やタイマーたット時刻を 
ちわせたら、巧な巧巧中は、 mmi におす 
ちどしでください。 


义力 a 節つまみを f なか J か 
ら[大」の切で巧かし义力を 
リニアにま動 H 巧しまず， 

义力巧®つまみを r 自巧 J に 
さねせるとルームサーモによ 
る白勤遲ち（き巧巧をポタン 
でま巧をおを）びできまず。 


乂加か巧ミを「卽 J (こ 
訊せが、イン/トタ— 
がおとなり、き’るとお铺 
度 ( 3 ! 猫こちじで、卽のに 
义力が S 化しまず。 


望扭輔 
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時計 

震訊タィマ叫 

ちせ 
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自® 寺動义力巧節 

巧みル中 大 
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巧め畐め 


タイマ-!■じット 


t-Tie 


「巧巧 J …ストーブ1■おに巧巧なくが巧遅拓を拍巧します。 
f の J …历田遲おを淳止します。 


1回巧ずと它ーブ理坛。 
ま巧び投定盈巧よ0— 
を巧巧上!?ずると消义 
し、一定あをほ下ずる 
と呂巧のに点义巧巧に 
入ります。 

再*巧ずと、た一3^ 
おは巧巧されます。 


义力 a 節つまみを^宜》 J じず 
るとルームサーモによるまなお 
定〔29〜15で、10で （ F 巧巧 
定）〕ザでぎまず。 

「«め J …巧を湿度を1ですつ 
上巧 

「ほめ J …設定*巧を1ですつ 
化下 




タイマー通お 

麗おスイツチを f 入 J にし、タイマーじツトボタンを巧ずことによ 
口、タイマー巧巧が点な、時刻巧示にタイマーたツト時巧び役巧し 
で表巧され、タイマー遅おが閱始されます。 

(タイ7—表巧び巧なしなければタイ7—通おは聞おされません。） 
t ツト時刻になると、タイ7—巧示グおなし免を時巧び巧示されで 
き動的に》転が拥始されます。 

タイマー》おのが际 

タイ7 — a 杞やじちラー巧、タイ7—たツトボタンを押ずとタイマ 
—遲おがななされまず。 









燃おは必ずな巧 （ JIS 1 复な巧）を使巧しで<ださい。 

• I 么警告!ガソリンなど揮発性の高い巧は、义災の原®になりますので絶^に使し 
ないで < ださい。 

•[A 注意 1 変質な巧、巧れたなミを、水の混じつでいるな'巧などは、絶巧に使用しない 
で < ださい。 

参 I A ま 意 I 巧卿ま、必す乂気.雨が < ごみ-离温及び、直射 曰 光を避けた場所に保管 
しで <ださい。 


給油 


■お巧の臨の寺順とま意 

•ち巧パルブを閉じでお'ぶ□ふたをはすし市販の給油器具でな油を給'油しでくださし、。 

油里計の針び r お」をさしたら給油をやめでください。 

•お'莊□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

•お巧の際に、か、ごみなどを入れないよラ巧にを意しでください。 

■給油□ふたは、巧実に締めでください。 

■こぼれたな巧はよくみぎとっで<ださい。 

■燃料のれのを憲と空気巧ぎの方る 

なタンクを巧にしないよラにを*しでください。 

a タンクをいったん空にしますと、を油経路巧に空気びたまり、正常に送巧びできなくなることびあります。このよラ 
な塌台には巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1 . 巧タンクに給'巧します。 

2. ストーブの u ム管□から、ゴム製送お管をはすします。 

3. If ム製送油管から油が連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送巧管をちと 
どおりにストーブに巧り巧けまず。（'油びこぼれないよラに容器を巧意しでくださ 
い。） 





運括開始前の準備と確認 


■安を装置の它ット、取扱上の注意 





初めで®巧するときやシーズン巧めには、ストーブ正面ち下の定巧面器リ t ット 
レバー（黒を）をを方向に止まるまで巧しでください。 































運転開始前の準備と確認 




• が巧用送風なまわる 



■をが経巧の巧ちれの巧巧 

參巧タンクやち‘油 g の接を巧などから巧もれがないかどラかお活しでください。 

■竜気お擦の巧巧 

参 [ A ミ主意 1 ■巧プラグをコンたントに方のお巧まで巧実にさしこんでください。 
•巧源コードが煙突などの离湿部にふれるおそれのないことを確設しで<ださい。 




♦茲お篇譜驚錦讀 みで f 自離尉と 「ま 離を j 燃まで きます。 


厂 

白な 

寺®义力お節 




«かか中大 



■ 
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( 点义厢巧 ) 

义力拥節 r 宜宙1巧お J の巧を 

•乂力調節つまみを r 有苗 J に合わせでください。設定室温と巧屋のが況に応じ 
た义力でが焼します。 

(乂力巧節「手數運お j (がか〜大）の巧をは、义力調節つまみの設定义力で煽 
焼しまず。） 

許させは 11ページ r 現巧時刻の調節巧を J を参おしでおこなってください。 

1 . 時刻表巧び現な時刻を表示しでいることを®屏しでください。 

2. 通転スイツチを巧しで r 入 J にしでください。 

「扁义します J の音声と同時に、お义表示 r 点乂します J びおなし、き動的 
に巧のよラに運お（予おがお-本燃焼）します。 

(火力菊節「ま動運お J (がか〜大）の巧合は設定室通のま示はあ0ません。） 



宮玲 r お义します j 
点义ま示巧な 
設定室なま巧点0 






運華ち開始（点义) 


.使用方法（使い方) 


3〜4分 

そ儀が巧 



{一動巧を；> X 


















オーブンポクット巧の乂で調節つまみを「自動 J 【こ合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 

参室温設定ボタン r 高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上お29で） 

• n 氏め J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはい 
ぎな010で （ F 点設定）となります。 

•10 で設定の場さはたーブ運転表示ランプび点'なし、じーブ運転とな 
ります。 

/設定室温を15でが上に上げるとじ ー ブ運お表おランプび 消え、^ 
V 白動的におおされまず。 ) 




义で調節 I ■自動 J 運振時【こ、微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場含、設定室温より約3で上拜すると自動的に 
消义し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため渴ぎをおぎます。 



•室温設定ボタンにより巧望の室温設定後、 t ーブ運おポタンを巧し 
で < ださい。 

たーブ運転表示ランプび点なし、たーブ運転となります。 

♦たーブ運おボタンを再度巧ずことじよりじーブ運活表示ランプびミ肖 
え、じーブ達起解除となりまず。 


_义刀調節（ま動調節-ま動運お) 


室温設定による自動運転の化に、乂で調節つまみによる寺動义力調節がす能です。 

巧のよラにしでください。 

•オーブンポケット巧の义力調節つまみを「微か」から「大」の間の 
ご希望の位置にさわせでくださし、。 

表示部の設定室温表示び消え、そ備燃焼び終了すると約 2. 5分間乂 
力は中乂力になり、その後は义力調節つまみの設定义力で燃焼しま 
す。 




■がのが態 

ストーブの据え巧けや煙突の関係で、炎はるか変化します。 


隱麵顧誦銷嗦 
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運捉停止（消义) 


〇义ぉ巧） 



消义後、再点义するとさのを意 


•が巧中に誤つで巧漏ブラヴを巧いたり、運おスイッチを「祝 J にすると、巧お乂巧を装置のおきで、ストーブびち却 
されるまでのお2分商は再点义できません。 

ただし巧間的な消义操巧（巧1妙な巧）の场さは、そのまま燃焼がお続されます。 

•停巧時には、必ずを乾スイッチを「の」にしでください。 


現在時刻の調節方法 


時計-タイ 7 — 



1. オープンポケット巧の時計巧節スイッチを r 時計ちせ J にします。 

はじめで使巧ずるときや、 S 源プラグを長時巧巧レたとまは、時刻表巧 
は0 : 00を表示しまず。 

2. 時計期節の r 時 J • r 分 J ボタンを巧しで現を時刻を舍わせます。 


巧!：午前6時15分にさわせる场を 
① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にしまず。 


時 S 

を 

〇分 


お 

， 


午前 


らこ日日. 


③ r 分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 



ふ’/ふ 



3. 必す持計調節スイッチを「通巧 J 位屋にちどしでください。 

(時計は、時针巧節スイッチを r 通常」位置にちどした時おから®き始め 
ます。） 











タイ 7 —の使巧方法 


■運お時刻のさわせ方 


時計-タイマー 



1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイ7—合せ J にします。 

2. 時計調節の r 時 J * 「分 J ボタンを押しでタイ7—点义時刻をちわせま 
す。「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場舍 

①「時 J ポタンを巧しで"午前6 •• 00" にします。 @「分_!ボタンをがしで"午前6 •• 30" にします。 

医 pip 到* 前 も..クク區智^* 前 6：30 

これでタイマーたツト時刻び記憶されました。 


時計-タイマー 



3. 必す時計調節スイッチを「通常」位おにちどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻び表示されます。 


■タイ7—逢乾巧る 



1. 運転スイツチをがしで ITU にしでください。 

(燃焼中の場をはそのままです。） 

2. 運おするときのご希望の室湿又は、义力に合わせでください。 

3. タイマーむツトボタンを巧しでください。 

f タイマーじツトしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーたツト 
時刻び表示され、タイマー表示 r 表示時刻に運おしまず」び（燃焼中の 
場ちは消乂表示「消乂します J ち）点'なし、タイマー運拓に入りまず。 

( このとさ、燃焼巧ち風機び、10分間運転しますび異常ではありません。） 


•タイ7—むツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻とタイマー表示「表示時刻に運おします J び表示 
され続けます 

•運起中にタイマー它ツトボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、運転を居止します。 



























































タイ 7 —の使席方法 


■タイマー遲巧の巧な 


し Q ， 


タイマ I 


お 


k ツ 


午後 IU 


•口 •犯 


•タイマーじツトボタンを巧します。タイマー表示がお口し、時刻表巧に現 
巧時刻び表示され（時が動作コ□ン点滅)、タイマー遅拓びおおされます。 
•このままであれば点义表示[点义します J び点なし、呂巧の(こ進起を巧お 
します。巧乾を停比する巧合は、運転スイッチち r の J にしでください。 


■タイ7—たツト時刻-現在時刻の巧历 


参タイマ^わツト時刻の確巧 

•時許巧節スイツチを r タイマーさせ J に合わせます。 


時計-タイマー 


時計/ 

1悼常 

タィマ- 

させ^ 




午前 


B ： 3D 


•規巧時刻の確拐 

•時が巧節スイツチを「時計ちせ J にをわせます。 


時計-タイマー 


時計 j 

通常 Ij 

タイマ— 

合せ？ 


為せ 


時刻表巧にタイ7—たツ 
卜時刻びを示されます。 

参確斑を、時計拥節スイッチは、必す「巧常」の置にちどしでください。 


m . jn 

午を f しい Ju . 

時刻表巧に現を時刻び表 
示されます。 


微風フアンの使用ちま 



■巧巧方を 



オープンポクット巧のが風适拓スイッチを「巧動」又は、 \ mm に含わせでください。 
お®连おび開始されるとが®吹出□から微風が出できます。 

• 巧動 J にさねせるとストーブび遅おし、ホ備燃巧び終了を待 M ランプびお巧し、微 
庙 I 遅おを閒始します。 

• r 単独 j にさねせるとが風ランプが就 a し、ストーブ運転に巧保なくが風巧おを閱始 
します。 

• r の J にさねせるとが風ランプび消巧し、微風遲おを巧止します。 







モニター サインについで 


ストーブにトラブルが発をすると、トラブルのが態び設定き湿表示に記音表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の巧容を、ストーブを測面に巧刷されたモニターサインー覧表、または 21〜22ページ r が憤•異常 
の見分けちと処置方を J をご賛のラえ、必要な処垣をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニター サイン 


異ち 

が 態 


モニター サイン 


冥 

常が 

態 


巳 1 

逸 

巧 

消 

义 

P1 

ポ 

、ジ 

卜 

ホ 

熱 

不 

足 

E2 

不 

着 

义 

P2 

ポ 

、ジ 

卜 

"s 

言 

m 

下 

E3 

巧 


巧 

動 

P3 

ポ 

、ジ 

卜 


古 

過 

熟 

E6 

ル 

ームサ 

ーモ断線 

P A 

不 



若 



义 

E7 - E9 

停 



m 

ド 4 

(消乂時間び長い) 


； E8 

疑 

似 

义 

炎 

P5 

薑 


板 


不 


良 

EA 

おお巧を風樣異常検出 









EC 

ル 

ームサ 

ーモ短絡 









EE 

停止時ポッ 

卜異《お巧 









EO 

基 

板温 

度異 

常 










使用上の注意 


本■の「特に注意しでいただきたいこと（ままのためじ必ずお守りください) J の他に、巧の項目(こついでをを意しでく 
ださい。_ 

参上面ガードは、地涅などによりす燃物が落下したときなどに义災を防止するためのちのです。やむをえず取0はす 
した場含は、必すちとのが態に巧り巧けでおいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使ラところや温窒、煩胃室など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
ミぃ。 

•雷が発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、遏覃巧巧化装西が機器をお護するしくみに 
なつでいまずび、大きな雷（直擊雷など）の场合は、單子部品を損傷ずるおそれびおりまずので、電源プラグをコ 
ン它ントから巧いでください。 ^ 


WEB 



このストーブには巧のよラな安を装®びついでいます。 

すべでの安ま装置は、兵常び取りなかれでも再 S 点义操がをしな I ホれ成5拓はお止したままです。 


安を装 S 


原因-作動結果 


処置巧を 


強い地》や ffi » を受けたとぎ 


巧巧白動消乂装屋 
(库え]表示） 


お义るを装居 
燃焼制御装畳 

(フレーム□ッド） 

("[ IU 表示，なと J ま示、 

、（途中消义）（不《乂）/ 




モニターサイン 励 表巧 
白動のに消乂 

>点义云スをしたとぎ 
>を中失乂をしたとぎ 
>がび冥常にかさいとき 


ク 


停電巧を装置 

/でで表示•任を]ま示、 

\ (難社） ( ml ^) I 


モニター サイン表示また 
は [ IS 表示 
白動的に消义 

I 任 S したとき 
，源プラヴびあけたとき 


〇 


30 秒ホお 


通巧をモニターサイン1_£11表 
巧または 「巧] 表示 
白動的に消乂 


• ストーブの周迈じち常びないか 
お詔し、点义操作しでください。 

(巧震自動お义装置は作動を自 
動的にたットされます。） 


>曰常のおお-ま入れ ( 16 〜19ぺ 
ージを照)をしでから点义操が 
をしでください。 

•なおち異巧びある巧合は、おち 
いぶめの巧売店にご相談くださ 
い。 


♦ 圧立の巧含、時がなどの t ッ 
卜をしでから、点义操がをしで 
<ださい。 

• 压£)の巧合、通巧をお乂揉た 
をしでください。 

♦ 巧源プラグを巧認しでください。 





_ 装置の名 称 

再点义まを装置 

燃焼巧送風機異常 

お出装置 

_ ( 圧の表示） 

過電流防让装這 
(表示部を消な） 


まをサー三スタ(富板上:73で) 
( res 表示） 


原因-巧動結果 

•お义直後、再点义操巧したとぎ 

〇 

-約2分間の巧が後でないと点乂 
_動作に入らない 

• ◎拓数び冥常に低下したとさ 

。 

-モニターサイン圧を J 表示 
•ストーブの運起を停止 

• 内部お綜のシヨートにより過電 
流び流れたとぎ 

〇 

•電流ヒューズび切れ、ずべでの 
^運転を停止_ 

•ストーブの上面及び側面び圃ね 
れているとぎ 

♦ストーブの前面に障害物などび 
あるとぎ 

〇 

-モニターサイン I gon 表示 
-白動のに消乂 


処置方を 

►約2分経過を、白動的に点 
乂動作を閱おします。 


♦異常®下の原因を取り除いてか 
ら扁义巧たをしで < ださい。 
•なおち冥常びある場ちはお賈い 
巧めの販売店にご相談 < ださい。 

• お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで < ださい。 



>原因を巧り除いでから点义操た 
をしで < ださい。 

>なおを冥萬びある場台はお買い 
ホめの販売店にご相談ください。 



8•曰常の点検-手入れ 




点お、ま入れのとさのを意 


点検.ま入れは消乂後、ポットバーナが冷®しでから、必す軍源プラグをコンたントから巧いでおこ 
なつでください。 

EUMMPiilliiii 酶瞒麵 imillllBI ■圍 


点檢、寺入れの必要項巨、時期、方法 


■周囲の巧燃物（巧巧ごと） 

参 IA ま意 I スト—ブの闻囲は、 * に巧巧-»なし、燃えやずいちのを！■かないでくださし、。 

■ほこり•巧れ（巧巧ごと） 

•ほこりや巧れをそのままじしでおきまずと、巧びしみたりしで危巧です。 

ストーブはいつも清潔にしでご使用ください。 

■'ぶちれ•巧のたまり•巧のにじみ（巧巧ごと） 

•置台.巧タンクに'油ちれ’ミ由のたまりや巧のにじみびないか、ときどき点巧しでください。 

又、給油の際にこぼれた巧ミ由は、よくふきとつでください。 

誦圆麵謂 iiiiPMii * 釀画瞧圏!麵議議 3 
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■ゴム製を巧管の点巧•交換の目ち（シ-ズンの巧め） 

参 I ごミち意 I ゴム»ち巧营は、 B かで巧巧しないでください。 

屋かでの®巧は禁让されでいます。 

参屋内でゴム巧を巧普を使巧しでいるときは、底巧、収縮、変質、巧お、ひび割れびないか確現し、夕点のあるとさは 
交換しで < ださい。 

交換の目まは、3をに一度です。 

■巧タンク（シースンの巧め、巧時） 

•巧タンク巧は水やごみびたまりやすいをのです。おなのとき、点巧しでください。 

'油タンク巧の水なさ及び掃巧は、'进タンクな騰の巧巧锐巧碰にがっておこなってください。 

■巧巧のちが部のゆるみ及びトップの周ほ（シ-ズンの巧め、通時） 

•煙巧のを統部、煙突トップのはずれびないかをおおしでください。煙突びお食したり、巧があいたりしでいるとを巧 
でずので巧しい牧 I と交巧しでください。 

•煙突のおくにはがえやずい巧を置かないでください。 

•煙突内はお B でをじた水巧がまっでつまると危巧です。点义時に、巧巧のつなぎ e やストーブより異常な煙ぴ出たら 
消义しで、煙突内部をおおしでください。 

■定巧面おのストレーナの巧巧（適時） 

•をな面器には、ごみを巧くためのストレーナぴついでいます。 

ごみびたまると、な巧の流れを巧ばで、十分な义力び出なくなります。 

巧のよラに巧陈しでください。 

1< '进タンクのち油/ツレブを巧じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ （5 巧）をはすし、前板の下側を到き上 
げで、前に引いで巧0はすしでください。 

3. 操が都をを因のよラに、①巧巧却のを側をかし引さ上げで、③寺前にまわ 
しで、巧いでください。定巧面おびみえできまず。 

4. ストレーナの ffl 巧□に巧れなどの度巧を巧しこんで、巧ガイドを巧り、そ 
の下に容器を■いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定巧面おの巧れたの巧やごみびを部流れ化ます。 

5> ストレーナを取り出しで、きれいな灯巧の中でずずぎ洗いをしでください。 
(水で統わないでください。） 





■反巧あ-ガラス内筒の巧な（雇時） 

♦ r ごま意 j 巧巧は、ストーブを消义させ巧分巧巧しでから、おこなってください。 

熱いが巧でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

•反射あ及び巧ラス円筒にほこりびたま0ますと、反が効率び忌くなるばかりでなく盾おですので、巧の受領でち時巧 
なをしでほこりを取り陈いでください。 







点検•ま入れの必票項目、時期、ち法 



1. 前面ガードをち測の固定ばね （2 個）からはすし左側にまねしでくださし、。 

2. ガラス円筒を割らないよラに注意しで、掃お機などでの部のほこりをきれ 
いに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいに括:いでください。 

4. 掃おか‘おわりましたら、もとどおりに它ツトしてください。 





■ポットパーナの巧巧（适時） 

参^注^掃なは、ストーブをお义させ巧か巧巧しでから、おこなっでください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれがあります。 

参ポットバ_ナにすすびついでがのおび不输いになったときや、ポット/トナの底にすすやカスがたまりすぎでち乂ぴ 
おそくなったとさは、巧のよラにしでずずを取り陈いでください。 



1. 上面巧ードをはすしでください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スクルトンは中ふたに取り巧いでいます。スクルトンをガラス巧窗にあで 
ないよラじしで、取りはすしでください。 

4. 燃焼リンクをフレーム□ッドに尝でないよラにを巧しで左圈の方向に燃焼 
リングをまねし、取りだしでください。 



5，点义ヒータ、点义ネットをいためないよラに、ポットノ^^ーナ內部のすすを 
ドライパーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 


6. 組立ての際、燃焼リングは、左図のよラに正しく確実に取りなけでください。 

麵夕麵讓誦醜臟國圓難 ii 誦議握!榮||*«襲 
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■ガラス円筒巧部の掃な（適時) 


参[ごま意 I 巧おは、ストーブを消义させな分巧巧しでから、むこなつで < ださい。 

熱いがおでおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

•長期巧の使巧によりガラス円筒がすすけて炎び見えにくくなつたときは、 18ぺ— ジ「ポットパーナの掃除 J の頂に 
したびい、スクルトンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 


: M 嗎 I? ス雜纏雜 Ni レ臟蟲 sf mmm 綱师側麵 ipi 謙 r 麵 
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■点义ヒータ • 点义ネット • ノズルの点巧（シ—ズンの巧め） 

参点义ヒータや点乂ネットにすすがは着しますと、巧みび低下したり、巧のひろびりが悪くなり、急乂不良の原田にな 
ります。 

•ノズルの巧嫌にすずび付着しますと、異常燃焼になったり、着火不良やお乂時間び長くなるお田になります。 
シーズン初めには化ずおおしでください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルのおお•交巧は破損のないよラにま意しでおこなラ化まびありますので、必すおちい 
巧めの販巧店に巧巧しでください。 

■フレームロッド（が巧制御装置）の点換（宙時） 

•フレーム□ッドの巧鋪にずすび巧着したり、フレームロッドが巧おすると、誤作動の原因になります。 

ずずの巧ちやフレーム□ツドのをおびある巧さは、化すお貢い巧めの巧巧店に点検.巧換をぶ巧しでください。 


■燃焼巧送風棋フアンフイルタの巧お（巧時） 

•フアンフイルタがごみやほこりで目ブまりすると、燃巧不良の原因になります。次の要巧でストーブ裏商のファンフ 
イルタの掃おをおこなつでください。 



1. を因の矢印のよラにフアンフイルタに力を加えなびら引き出し、ストーブ 
R 面から取りはすしでください。 

2> ブラシなどでフイルタのほこりを取りおいでください。 

3. 巧おが巧ねりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■が巧用を風機の巧な（巧 1 回な上） 

•燃巧巧送風なフアンにごみやほこりびたまると、を曲力び弱くなり燃焼び巧くなったり、さび大きくなってくること 
があります。このよラなときには、燃焼巧ち風がフアンのほこ0を巧り巧いでください。 



を■制度が 


ストーブを側のフアンカバーと風羅制おおをはすし、ブラシなどでをかにほこ 
0を取りおいで < ださい。 



■化震などの災まび巧をしたとまの点巧についで 

•地震などのがさび発生し、ストーブにお货や衝»が沉わったときは、運お前に必すなの点巧をおこなってください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれのお致 
-なな配舊からのちれの®認 

点おで異巧ぴ見つかった巧さは、お貫いホめの巧売巧にお巧を巧療しでください。 


9.定期点検 


戾期固ご使巧にな0ますと、ス I -ーブのおおび必夏です。 

2シーズンに1回程度、シーズンお了をなどに、おちいあげ店なは、修理資沒着〔(お）曰本5油が焼がおな巧18を （TE 
L 03 — 3499—2928) でおこなラ巧術篇理講習を修了ぎ （ S 巧がお技術售巧±)など〕のいる店などにお巧依おされる 
ことをおすすめします。 


CEP 




























■部品交換のときのを意 

I 么ま覇不完をなち巧、拥涅は后おですので、部品の巧巧、拥疫び必妄の巧さには、お買い 
巧めの販売店又は、修理資格を〔(巧）曰本5巧燃巧がお保守 ffi ミでおこなラ巧術管巧講資を修 
： J ま （5 巧おま巧術管理±)など〕のいる厮壳店にご相談ください。 


部品巧おはご D ナ純 lEgU 品とご指定ください。 
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11.保管 (長期間使用しない場さ) 


設置したままで保管される場さや、しまわれるときは、曰常の点横•手入れの項を参照し、夕 
の要領で保管しでください。 

1 . 軍源プラグをコン它ントから巧いでください。 

• I A ま胃投《したままでなちする*をを必ず、ちおプラグは巧いで<ださい。 

2•巧タンクのな'ぶはすっかり出しでください。 

参中に水分やごみを残したままにしでおきまずと、油タンクが腐食する原因になります。 

3. 定 a 面器の申のながを巧いてください。 

4. 塗装が分は、しめった巧で汚れを落としでから、からぶきしでください。 
5. 8[熱おのサビなどびあるところをぺーパーで磨き r 補修用のを巧 J (別巧） 

で塗装しでください。 


6•フアンフイルタのごみやほこ0を取り巧いでください。 
7.巧部のごみやほこりを取りないでください。 








現 を 

説 明 

巧めて使巧するとぎ、煙やにおいびでる。 

耐巧を巧やほこりび焼けるためでず。 

しばらくあをあけで換気をしでください。 

すぐに点义しなし、。 

ホみお义方すのため予热時閣び2分ち度必要でず。 

(ホ巧時巧は室湿により夕かを化します。） 

が巧巧お時や消义をに「ピチピチ」といラ 
さびする。 

本が巧部び熱によ0底張、収据するためです。 

点义時にボンと音びずる。 

点乂するとぎに発生ずる*乂音で、ち巧ではありません。 


■次のような現をはが巧ではありません。 

•を3をな巧される前にちラー度おおかめください。 


圓使巧中に冥常びあ0ましたら、次まにより原因を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないときや、処置のむすかしいときは、お頁いずめの販売店、またはおおくのコ□ナお客樣ご巧 



点义時•消义時 
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ポットす-屋巧苗，強制ち巧お-白然巧流お_ 

_ 5巧点义す ^ 

な溢 （JlSIg な油） 

1.005 L/h 


0-1 98しル 

37,230 kJ/h 巧巧を69.0% 

7,330 kJ/h 巧效巧67.0% 


7.14kW _ _ 

1.36kW 

69.0% (目駐大のとき） 

67.0% (目盛がかのとき） 

木5129.5 m2 (1d» まで•コンクリート 41.5m2 (25B) まで 
木造 31.5m2 (19S) まで.コシクリート 49.5m2 (30 壁）まで 

15さ6巧 mm I居 748mm • 巧な 368mm (■台ををむ） - 


27kg 


100V 50/60HZ 

点义時 340/340W • « 大燃巧時 15/15W 
106mm (3 ブ 5 分） 


110mm 


480 でな下 
5A.10A 

巧》白な满乂装置‘点乂安を装 ■• が巧お巧装■-停爾安を装置 
再点乂まを装置-巧《流防止裝■-が说巧送 R 機具ち檢化装■-安をサー S スタ 
■お 1 お、巧巧板 3 旧、本巧固定を具 2 旧（ねじ 2 侣)、ゴム製ち巧苗巧のパンド 2 旧 



微風ファ ン巧お時の消美霉力は定格消»«力に 4/4 W 抓舞されます。 

樣華ち窒は、な固ま人-曰本巧ス5巧«お工業をの a 定 S をによります。 










■保証についで 





奮: y な深茲含を m みく織纖龜都 liiSif 離誦喔麵讀誦猶 i® 部站爵醫雛攫* iilii 麵帮 :i 


■修理を巧巧されるとぎについで 
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15 •お文巧け 



m 据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例_ ：■ 


おえ巧けについでは、义災そ巧条例、霉気設備に関ずる技術夏華などをちの基拳びあります。取扱説明書（工事編）の 
「特にを急しでいたださたいこと（安をのために必すお守りください) J をお読みになり、販壳店艾は据え1すけ業きとよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例」についでは、 25ページ 、また、「燥突の取り巧け J についでは、££ 
〜29ページ を参照しでください。 


m おえ巧け後のお認 



握え巧けびおわりましたら、ちラー度、取扱説明 ■ (工事編）の「特にま意しでいただぎたいこと（安をのために化す 
お守りくださいりをお読みになり、取扱説巧を（工事編）に記載されでいるとおり据え巧けられでいるかどラかを確 
詔しでください。 


m 試運提 _ ■ 


試運転は販売店又は据え巧け業さとごいつしよに必すおこなつでください。 

■運転準備■運転■消义のま順は、巧巧説巧書（工事編） の29ページ を参照しで < ださい。 


mEB 





































工事編 


1•特に注意 L ； でいただきたいことほミのために必すお守りくださし、) 


このエき説巧含(こは、巧をじ正しく据えがけていた Tif くために、いろいろな絵表示が記®されでいまず。そ 
の表示と层巧は巧のよラになっています。内容をよく巧巧しでから、本文をお読みにな0据え巧け工事をお 
こなっでください。 

A ^£ tL この表示を巧巧しで、作業をおった巧さに作業者が、またはその作篆をの不具合によって使巧 
ち〇 きび、巧 t ：、 S 傷を負う巧能巧、または义がの巧能性びお定される巧客を示しでレます。 

A このま示を無おしで、巧業を窝った巧台に作業さび、またはそのが業をの不具合によって使用 

ム lA / t / 胃者が、傷さを負ラ巧能性や物的おまの発生ぴ巧定される巧容を示しでいまず。 


給表示の例 A A 記きはま慧を促す内容びあることを告げるをのです。 

ムム^ 図の中に窝体的なま层内容(を四の巧合は一が的なを京)びおかれでいまず。 

0 (SIB 客は祭止の巧為であることを吿げるをのです。 

園の中や巧巧に具化的な禁比巧容がなかれでいまず。 

* Q 記易は巧為を指示する巧容ををげるをのです。 

图の中やお巧に異化的な禁止内容*^かれでいます。 


_ A 警告 _ 

♦据え付けや移動は、販売店又は据え付け工事業者び行ってくださし、。 

お客がご自身で据え巧けをされ不儀びあると巧爾や义巧の原茵にな0ます。 


♦据え付けは义災予防条例、電気設備に関ずる技術基準、電気工事は 
指定の工事店に依頼ずるなど法令の基準を守って行って<ださい。 


•屋内排気禁止 

居巧にが巧すると、排タスが室内に巧滿しでちおです。 

必す屋外に巧巧しでください。 

_ と 


•煙巧を確実に接続 

煙突をお実に接病し、しっかりと西定しでください。風、振動、巧おなど 
でがれた0すると運転巧にがガスび室内にちれで危巧です。 


〇 


__ 八注思 __ 

♦次の場所には据え付けない义災や予想しない事故の原因になりまず 


水平でない巧所、不巧定な巧所 
，不巧定な物をのせた祝などの下 
I可燃化ガスの発をする巧巧又はたまる巧所 
I 燃焼に化要な空気を巧0入れるを気取入 □ 
のない巧巧又は換巧のおこなえない巧所 


巧おにがえやすいちのがある巧巧 
階段、埋巧□などの巧おで避難のる巧とな 
る巧巧 

巧义巧策をしでいないマントルピース 
通室、苗育室など人のいない巧巧 


0 


•可燃物との距離を雜ず 

•ストーブ及び煙突から周囲の巧 
燃物までの巧巧巧がは义災ホの 
を例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。 

•ストーブは巧届の*台の上に据 
をほけでください。 


幸） 20cn 似上 

A ■ 良ブをは、 20cm な上、 

15 cml ^ 上と示しでいます日 f 兼 
び、煙突と巧が物との路が 
(化 cm が上)でち規苗」され燃 I * 
ます。なな•な巧ちをなし、 I 

却 ㈱ 御との距ぉび展くなる物1 
よラに披适しでください。 1 

適熱おを取0巧けない塚さ I 涯 
は、側面との拒巧を 30 cm 1 

が上おしでくださし、 m 


45 cm が上 


く樣夕据え巧け衍> 

1如 cm が上 


45 cm が上 


巧燃物^ 



〇 


1如 cm が上^ 

m. 









1 .特にま意していただきたいこと（安をのために必ずお守りください) 


A ま意 


参家屋貢通部のま意 

• 煙突び巧燃性の壁などを*通する部分は必ずめびね5を使巧し 
で < ださい。 

-ル匡裏、天なまなどじある部分はをおな外の不燃材料で防义上 
有効な被巧をおこなつで < ださい。 

• 可燃性の壁•天な.ル匡襄，天«裏などを貧おする部分及び、 
その巧近では煙突の接続はしないでください。 


莫通する壁より 
厚いこと。 



loan 臥上 


〇 


广地区じより異なることびある'! 
L ので义お予防条例を参おする 。 J 


•煙突の固定 

• 煙突は、風や振動などで倒れないよラをえを具やまえ線などで固定しでください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おぎに固定を具で固定し、自をを支える部分はまえスは、吊 
0を具で堅固に支持して < ださい。 



♦ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）が強いと燃焼不良が巧をします。 

なの煙突設置の場ちは必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売湿 DR -1) 
を取り巧けでください。 

-集合煙突にお続する巧ち-標準ブまな上に立ち上びりび高い場合 
-風び強くで炎び巧むよラな場さ 


ドラフ h レギユレータ 




♦油タンクとの距離を離ず 

■おタンクは、ストーブとの間に巧乂上有効な壁などが無い 
場さは、 2 m が上雜しでください。 

.屋内の巧面すの油タンクは、畳やじゆラたんの上は避け、 
不燃巧の床上に据え1すけでください。 


11 

2 m 社 



J 



H _1^^ 



#ゴム製送油管の屋か使巧禁止 

ゴム製ち巧管は屋がで使巧しないで < ださし、。 
ひび割れをちじで洩ちれの原因になります。 


0 


♦煙突の点検 

据え巧けび終わったら、ちラー度点検しで<ださい。 

巧のよラな取り巧けは、ち巧であったり、不完を燃焼をおこすおそれびあるので、必す修正 
してください。 



•下り勾配、下向き巧びり禁止 • トツプと開□部は1 m が上のこと 





巧包巧には、巧の巧届品び入つでいますので確認しでください。 


部品ち 

個が 

巧 透 

置 を 

1 

ストーブの下に巧く 

本か固定を房(ねじ2旧） 

2 

ストーブと置ちの固定 

U ム巧を巧芭»巧ノスンド 

2 

3ム巧送が*巧規部の巧巧け 

巧 巧 お 

1 

ストーブから巧面巧燃巧までのな曲巧«が巧い《さ、前面ガードに巧りはける 

取巧お巧需 

1 

お客な巧ストーブ取り巧いのが巧《 



据を巧け 


糖え巧け場所の遷定 


据え巧けについでは义災ホ巧を例、 S 巧設備に関する技術夏準などるちの基準があります。 2 S 〜26ぺージ の r 特にま 
急しでいたださたいこと（安をのために必ずお巧り<ださい） J をお辰みになり、お巧店又は据え巧け業者とよくご巧 
談しでください。また、「棵準据え巧け例」についでは、 25ペー义 また、 r 煙突の巧り巧け」についでは 28〜29ペー 
ジをを照しでください。 


据无巧け方法 


■置台の取0がけと水平 n 節 

ストーブの下には化ず置台を使巧し、ストーブを水平にし、化す■台と固定しでください。 

1. ストーブのを滿の巧節脚び■台の脚位置 （2 力巧）に、一巧するよラに設置しでくださ 


2. 水平器を見なびら4個の巧節脚を*節しでストーブを水平に据え巧けでください。 



水平器 
ふり 



興 

し衣に'城 



.本体固定を員 
じ 


上から見で水平器のふりこがホな内 
にあれば、ほぽ水平です。_ , 

3. 本巧固定を具をストーブの細团から、置台の引っかけ部に塞しこみ、は属のねじでスト 
ーブに固定しでください。固定は、両脚面2力所です。 


■巧タンクの»なでと据え巧け（別巧话） 

参組なでは'巧タンク巧属の取巧説明»にしたびっておこなってください。 
•巧タンク巧面はストーブ本体設置床面より高さを30〇71から2の1^^巧で設置しでくださぃ。 
•巧タンクの設置、取り扱いについでは、各が区の义がそ巧ま巧にしたびつでください。 


■ゴム製ち巧管の取0なけ方 



•ゴム製ち巧管にゴム»送巧爸痛げパシドをはめでから、巧タンクとストーブのゴム爸□に 
十分巧しこみ、ゴム®送な含巧はノスンドで強く巧め巧けでください。 



• If ムおを巧爸のを中び山おになつたり、をつれたりしでいまずと、空気がたまつでな巧び 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 








■を属配管(銅製を巧管)巧エの場さのま憲 

•定迎画器へのごみの漫入を巧ぐため、お管工事終:？後、ストーブとお続する前には必ずお营のにのミ由を流しで切が> 
ごみなどを取りおいでください。 


■電気酷線 

参テレビやラジオから1 m が上雜しでください。 

•電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V のコンじントに達しこんでください。 

参運あ時の電源び90\/政下及び、 110 V を超える場合は、巧廣の原因になることがありまず。 
この場合は、霉力含巧の指定工事店に依頼しで、巧策しでください。 

■煙突の在ちをを至する巧を 

煙突の左ちを変更する場台は、なのよラにおこなってください。 

1. 上商ガードをはすしでください。 

2. 煙突接続□を圃をしでいる3本のねじをはすし、中の八"ツキシを損 
傷しないよラに煙突接続□をはすしでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3ず:のねじをはすし、中の/\6ツキン 
を損傷しないよラに煙突接綻□ふたをはすしでください。 

4. お込みは逆の要領で組みかえでください。 


f 




4•煙まの取り巧け 


■煙突の径 

•煙突は直径 106 mm (3 な5分）を使巧しでください。 


■横引き、なち上が0の揉華する 

参煙突の立ち上がり、横引きの標準ブまは、なち上がり約 3,6 m (4 本)、横引き約 1.8 m に本）です。 

横引きび標華ブまより長くなる場をは、その長さの1/2を立ち上びりに追加しでください。 

(結露夕巧のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m がのにしでください。） 

•匡がの立ち上びり部の下端には、か巧きをつけで雨水び入るのを巧いでください。 

•横引きは10分の1 UU : の上りち)励こなるよラ(こしでください。 

•横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個な下になるよラにしでください。また、猩受けアダプター（別 
売品）などの取り巧けちご巧討ください。工事店とよくご相談ください。 

参1本の煙突を化のストーブなどとな巧することは避けでくださし、燃焼びおくなります。 


■煙突先端（トップ)の化置 

•煙突トップは、屋根面から垂直お離 60 cm な上雜しでください。 

•煙突トップからが平胆雜 1 m む巧に隣接家屋などの辟びあるときは、さらにそれより、 60 cm が上雕しでください。 
•窓などの開□部からは1 m な上雜しでください。 

•煙突トツプの位置は建物，立木などのが態をみで、あらゆるち向の風び通りあける位唐にしでください。 


■トップのおが 

•煙突トップには、逆風防止のための r 傾斜 H 型トップ」を取り巧けでください。 

■ドラフトレギユレータ （別巧品） の取り巧け 

» 齡ま意 I 煙突の引き(ドラフト）びないと絲巧不良び発をします。 

次の煙突設這の場さは數す、ダブルドラフトレギユレータ （ DR -1) を取り巧けでください。 
•集台煙突に接続する场含•標準寸法上に立ち上びりが高い場台 
•風び強くで炎び'なむよラな場さ 


ドラフ h レギユレータ 










■美さ煙まを利用ずる巧さのごを應 

鲁窠を煙突にをしこむ 目が i g / 悪い例 ^ •s つなとのストーブを®巧 

先端はち図のよラに E うするときは、巧引部分の長 
しでください。 司]..自 1^ i|J いちを上にしでください。 

集を煙巧の径の乂 



•お合煙突を使用ずる巧さは、設■方るなどについで必ずち巧冀者にご巧教しでください。 


■煙突の取0なけ図 

煙突の巧がから水平巧稚1 mm 巧に建物の軒びある场をは、その巧から SOcnrT 
、な上再くすること。煙突の先端から1 m な巧にま巧の巧□部（窓）びないこと。/ 



■お B 水の処理 



♦煙突の巧引ぎ部にお B 水び出る访をは、別売の a 受けアダプター （ USB -1) 交、巧を煙突の巧結ホ巧には策さ煙突 
巧おお止ヒータ （ USB -3) をご使巧ください。巧巧巧にご相談ください。 


5.試運重ち 


試送おは®用含とごいつしよじ必すおこなつで<ださい。 

■逢振華《 

電*プラグをコンたントに巧の巧兄まで確実に®しこんでください。 

•巧タンクにお巧し、を莊経巧のを巧巧ぎをしでください。 

參送莊経路やストーブより巧ちれびないか確認してください。 

•まを装置を t ットしてください。〔定巧面おリ t ツトレバー（お色）を左ち向に止まるまで巧しでください。〕 
参タイマー逐括になつでいませんか。 


1. 運起スイッチを巧しで ITU にしでください。 

参 I ご注意 I 巧めでお巧いになるとちは、な熱を巧などが巧けで«と興いびでまず。 

おをあけて巧置の魚 a をしてください。 

参3〜4分間の予備な焼びおわると巧が焼にのりかわ0ます 

2. ち巧びなければ、义方お節つまみを r 微か j 〜 f 大 j に没定してください。 

•絶のが胤ま、 * いおの中にいくらかのきをい炎（ホ义）びまじつでも資巧ではありません。 

■消义の寺お 

•運おスイッチを押しで r 巧 J にしでください。「消义しまず J の音声と同時に、が焼表示 
び'消え、消火表示「消乂します J がななします。燃焼室び冷卸すると燃巧巧を田 I 機び巧化 
し、時刻表示ながのずぺでのを示巧が消なします。 
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